２－５　高齢者歯科保健

生涯にわたり健康で、食べる喜びを維持するためには、口から食物を食べられることが不可欠です。60歳以降は歯の喪失が進むとともに噛む機能も低下することから、歯や歯ぐきの健康づくりに加えて、食べて飲み込む機能の低下を予防する必要があります。また、一般的に歯肉の退縮によって、歯根が露出し根面むし歯が多発していることも認められ、歯周疾患予防対策とともに根面むし歯予防対策が重要となります。

さらに、平成17年6月の介護保険制度の改正に伴い、予防重視型システムへ転換が図られるなか、平成18年4月から、新たに創設された新予防給付と地域支援事業のそれぞれのメニューのなかに「口腔機能の向上」が盛り込まれ、高齢者の歯科保健対策の充実が図られているところです。
※介護予防の目的：①自立高齢者が要介護状態になることをできる限り防ぐこと

②要介護高齢者がそれ以上に状態を悪化させないこと
「口腔機能の向上」は①②両方に効果があると認められています。
（１）高齢者歯科保健

【現状と課題】
○本県の高齢者人口は、平成20年3月現在、105万人で高齢化率20.9％となっており、5人に1人が高齢者です。これは、国の21.6％を下回り、全国第37位となっています。
○高齢期になると、歯の喪失が急増します。残っている歯も歯肉の退縮によって露出した歯根面や、義歯の金具にかかっている歯にむし歯が多くなります。
○加齢によって咀嚼・嚥下機能が低下し、食物・飲み物の誤嚥が起こりやすくなります。
○唾液分泌量が減少（口腔乾燥症）すると、口腔の自浄作用が低下し、むし歯や歯周病を誘発し、ＱＯＬ（生活の質）の著しい低下を誘発することがあります。

表２－５－１　口腔乾燥症の特徴

	原 因
	薬剤の副作用、自己免疫疾患（シェーグレン症候群）、放射線治療、

ストレス、口呼吸　等


	症 状
	口腔乾燥感、口腔粘膜の疼痛、舌痛、摂食障害、会話困難、
入れ歯の使用時の痛み　等



○健康な口腔状態を維持したり、歯科疾患の進行を防止するため、定期的に健康診査や歯科保健指導を受け、かかりつけ歯科医などによる定期的な歯石除去や歯面清掃を受けることが重要です。

○介護保険の新予防給付及び地域支援事業により、摂食・嚥下機能訓練、口腔・義歯清掃法の指導、口腔清掃法の指導など、「口腔機能の向上」が実施されています。
　　　表２－５－２　地域支援事業における通所型介護予防事業（口腔ケアの向上）
	年　度
	市町村数
	実施箇所数
	実施回数
	参加実人数
	参加延人数

	H18年度
	28
	59
	659
	452
	5,843

	H19年度
	48
	100
	1,457
	1,104
	10,762


　
　　　表２－５－３　地域支援事業における訪問型介護予防事業（口腔ケアの向上）
	年　度
	市町村数
	訪問回数
	被訪問実人数
	被訪問延人数

	H18年度
	4
	31
	6
	31

	H19年度
	6
	444
	199
	838


○自分の歯が２０本以上あるとほとんどの食物を不自由なく食べることができます。高齢者の歯の健康状態や意識・行動について、現状を把握するとともに、それを踏まえた対策を検討していく必要があります。

○福岡県歯科医師会では「口腔ケアパンフレット」を作成し、口腔ケアの大切さや、誤嚥性肺炎、口腔機能向上について県民に対して普及しています。

○県では、県下全域で、各市町村の食生活推進委員会と連携し、美味しく食べられ、顎の運動を促し、栄養のバランスが良く、高齢者の方にも飲み込みやすい料理レシピの作成や、料理コンテストを通して、五感で味わえる食べ方を提案しています。
表２－５－４　食育・食機能支援口腔保健推進事業の概要

	事 業 名
	食育・食機能支援口腔保健推進事業（福岡県歯科医師会に委託）

	開始年度
	平成20年度～

	事業目的
	食育・食機能を咀嚼・嚥下機能や味覚など歯科的観点から支援するため、地域の関連団体と連携して、ライフステージごとの食における摂食嚥下の重要性を普及・啓発するもの。

	モデル地域
	県下全域

	事業内容
	１．研修会の実施　　　２．料理レシピ集の作成

３．食育・食機能推進料理コンテストの実施


※県歯科医師会のホームページ(www.fdanet.or.jp/)で、料理コンテスト参加者の
レシピが見られます。

【今後の方向】

○口腔清掃を主目的とした口腔ケアとあわせて、咀嚼・摂食・嚥下機能に関わる舌や顔面周囲の筋力の保持増進を主目的とした口腔機能向上の必要性を啓発します。

○よく噛んで食べることは全身の健康状態と密接な係わりがあります。よく噛めないと食物を効率よく消化できず、消化器官に負担をかけたり、栄養不良の原因にもなります。生涯を通じてよく噛んで食べる習慣の重要性を地域住民に広く啓発します。

○福岡県歯科医師会において、研修会などを通じて摂食・嚥下機能療法についての専門的知識を有する人材の育成を図るとともに、摂食・嚥下機能に咀嚼を加えた口腔機能低下の予防を支援する環境の整備を推進します。
※摂食・嚥下とは食物が認知されてから口に取り込まれ、咽頭、食道を経て胃に入るまでの全ての過程をさします。
○かかりつけ歯科医をもち、定期的に歯科健診や歯科保健指導（義歯の継続管理を含む）を受けることの重要性を普及啓発していきます。

（２）要介護高齢者の歯科保健

①在宅における歯科保健
【現状と課題】

　　○本県における要介護者高齢者（要介護３以上）は、平成１９年３月末現在、65歳以上の人口の約６％にあたる61,888人となっています。今後、高齢化の進展に伴い要介護高齢者の増加が予想されます。
　　○要介護高齢者は、咀嚼や嚥下機能が低下している場合が多くみられます。介護者は介護や治療に加えて、口腔ケアまで配慮することが必要となります。
　　○口腔内の不衛生による肺炎やインフルエンザなどの気道感染が多発していることから、摂食・嚥下機能障害の除去や口腔内清掃の実施が重要となっています。

　　○摂食・嚥下機能の回復は、栄養改善や運動機能の改善と密接な関係があることから、高齢者本人に対する歯科保健教育、及び介護従事者に対する歯科保健に関する知識及び技術の向上対策は重要です。

○福岡県歯科医師会では、歯科以外の保健、医療、福祉関係者とも連携を取りながら、口から「食べる」ことが支援できるよう、「実践 高齢者・要介護者のための食機能支援ハンドブック」を作成しました。
○福岡県歯科医師会では「訪問歯科診療ハンドブック」を作成し、訪問歯科にあまり取り組めなかった歯科医師に対して、訪問歯科診療を行う際に必要な知識、技術が学べるよう、取り組んでいます。
○県は、栄養管理を必要とする人や胃ろう造設者の口腔ケアを確保し在宅での生活を支援するため、モデル地域を設定し、口腔ケアを実施する事業を実施しています。

表２－５－６　NST地域医療連携推進モデル事業の概要

	事 業 名
	NST地域医療連携推進モデル事業（福岡県歯科医師会に委託）

	開始年度
	平成20年度

	事業目的
	回復期病棟を退院し、在宅に戻る患者の低栄養状態を防ぐため、病診連携を図り、咀嚼機能を含めた口腔機能の評価、口腔機能の維持、口腔ケア、食事指導を行うシステムを構築する。

	モデル地域
	H20年度：粕屋、福岡市、筑紫、小倉

	事業内容
	１．関連職員を対象とした研修会の実施

２．地域医療連携体制の構築


　　　　　　　

※NSTとは、栄養療法の必要な患者に最良の方法で栄養支援を行う医療チーム（医師、

歯科医師、管理栄養士、看護師、薬剤師、臨床検査技師などで構成）。

【今後の方向】

　　○高齢者への歯科保健啓発、指導の実施に際しては、市町村が中心になって地域の老人団体、福祉関係機関などに働きかけるとともに、郡市区歯科医師会及び歯科衛生士会などとの連携を強化し、普及啓発に努めます。

○福岡県歯科医師会、福岡県歯科衛生士会は、通院困難な要介護者などの居宅を訪問し、計画的かつ継続的な歯科医学的管理や口腔内清掃などが行える歯科医師、歯科衛生士を養成するため、研修会などを実施します。
　　○日常的に世話をしている介護者や、要介護者などを対象とした歯科保健指導に携わる関係者に対して、最新の口腔ケアなどに関する知識、技術が学べるよう研修会などを開催します。

○県は、在宅歯科診療を実施する医療機関に対し、在宅歯科医療機器などの整備を支援します。
表２－５－７　在宅歯科診療設備整備事業の概要

	事 業 名
	在宅歯科診療設備整備事業

	開始年度
	平成21年度～

	事業目的
	在宅、施設での要介護の高齢者、身体障害者等に対する歯科診療を確保するため、在宅歯科診療を実施する医療機関に対し、在宅歯科医療機器等の整備を支援します。

	事業内容
	補助内容：在宅歯科医療機器

補助先：歯の健康力推進歯科医師等要請講習会の受講者

基準額：3,000千円/１か所

補助率：１／３（国：１／３、県：１／３、事業主：１／３）



②施設入所者の歯科保健

【現状と課題】

　　○平成21年１月現在、本県では特別養護老人ホーム数は235施設、定員15,821名、老人保健施設数は159施設、定員13,850名で、そのうち、ほぼ寝たきりと考えられる要介護度４及び５の介護サービスを受けている重度要介護者数は14,018名となっています。

　　　　　表２－５－８　県内の老人福祉施設の状況
	特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
	老　人　保　健　施　設

	施　設　数
	定　　　員
	施　設　数
	定　　　員

	２３５(か所)
	１５，８２１(人)
	１５９(か所)
	１３，８５０(人)


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成21年１月１日現在

　　○施設入所者においても、在宅要介護高齢者と同様に、食物の誤嚥による気道閉鎖（窒息）及び誤嚥性肺炎、インフルエンザなどの気道感染などの防止のため、高齢者本人への歯科保健教育、介護従事者への歯科保健に関する知識及び技術の向上を図る必要があります。
　　○介護者の歯科保健への関心度が、口腔の健康を大きく左右する要因となることから、一般的な歯科保健指導などや、日常の口腔や義歯の清掃など、口腔ケアを実施できる職員の養成、支援体制の整備を図る必要があります。

○県は、モデル地域を設定し、老人福祉施設や医療機関の要介護者の口腔ケアを確保しています。
表２－５－９　要介護者等口腔健康管理システム構築事業の概要

	事 業 名
	要介護者等口腔健康管理システム構築事業(福岡県歯科医師会に委託)

	開始年度
	平成16年度～平成20年度

	事業目的
	要介護者等の歯科保健医療を確保するため、老人福祉施設や医療機関の要介護者に効率的な口腔管理システムを構築する。

	モデル地域
	H16年度:宗像､糸島､小郡三井　　　　H17年度:豊前築上､宗像､糸島

H18年度:豊前築上､筑紫､柳川山門　　H19年度:筑紫､柳川山門､戸畑

H20年度:八女筑後､大川三潴､戸畑

	事業内容
	1． 歯科健診及び口腔・咽頭細菌検査

２．摂食機能支援


【今後の方向】
○福岡県保健医療計画では、脳卒中などの医療連携体制において「かかりつけ歯科医」が位置づけられており、医科と歯科の「かかりつけ医」機能の重要性について、広く周知に努めるとともに、相互の連携について在宅医療推進協議会で検討を進めます。
○ADL（日常生活の自立度）が低下した高齢者をできるだけ早期に支援する体制を構築するために、地域における保健師や食生活改善推進員などとの連携の強化を図ります。

○居宅介護支援事業者や介護支援専門員、ホームヘルパーなどの介護関係者に対し、口腔ケアの必要性を啓発します。

○施設入所者のインフルエンザなどの気道感染などの防止のため、高齢者本人への歯科保健教育や口腔清掃、介護従事者への歯科保健に関する知識及び技術の向上を図ります。

表２－５－１０　地域保健関係職員等研修事業の概要

	事 業 名
	地域保健関係職員等研修事業

	開始年度
	平成８年度～

	事業目的
	保健福祉環境事務所（13ケ所）では、地域歯科保健推進のため、保健福祉環境事務所、市町村の保健師及び施設従事者等の歯科保健事業関係者の研修を行っています。

	事業内容
	研修会（高齢者の口腔ケアの必要性等など）

実技実習（健口体操など）

	参 加 者
	H18年度：422名、H19年度：637名







自分の歯で元気に食べる！





平成５年度から、福岡県と福岡県歯科医師会は、県民の口腔衛生の向上を図ることを目的として、各郡市区歯科医師会の持ちまわりで、毎年「生涯を通じた歯科保健大会」を開催しています。そのなかで、記念講演、公開フォーラム、お口の健康相談などを実施するほか、80歳で20本以上の歯を有し、かつ健康な人を「高齢者のよい歯の表彰式」で表彰しています。


平成20年度では、最高齢は98歳の女性の方で28本の歯が残っていました。ご家族のお話では、「毎食、自分の歯できちんと食事をとることと、適度な運動を続けていることが、長寿の秘訣ではないか。」とのことでした。








ドライマウス（口腔乾燥症）





ドライマウスとは、唾液分泌量が極端に減少し口腔内が乾燥する症状です。口腔内が乾燥すると、むし歯や歯周疾患、摂食嚥下機能の低下、義歯不適合、口臭になりやすく、口腔カンジタ症を併発することもあり、ＱＯＬ（生活の質）に大きな影響を与えます。６５歳以上の３割は、いつも口腔乾燥感を自覚しているとの調査結果もあり、女性に多いのが特徴です。


ドライマウスの原因は、①薬剤（睡眠薬、抗不安薬、降圧剤など）の副作用、


②シェーグレン症候群や全身疾患（糖尿病や高脂血症）、③食習慣による筋力の低下など様々です。また、④精神的ストレスや頭頸部の放射線治療によるドライマウスも少なくありません。


治療には保湿剤や人工唾液、唾液分泌促進剤の使用、服用薬剤の変更や減量、 唾液腺マッサージ、カウンセリング、生活指導などがあります。


口腔衛生状態が不良になりやすいので、定期的な歯科受診が大切となります。








正しい入れ歯の取扱法





・入れ歯の出し入れには、入れ歯ごとに正しい方法があります。


正しい入れ方がわからない場合は、歯医者さんに相談しましょう。


　・毎食後、歯を磨くように、入れ歯も洗って清潔にしましょう。


　・寝るときはコップなどに水を入れて、乾燥させないようにしましょう。


 ・してはいけないこと！


　歯磨き粉で磨く。（研磨剤が入っているので入れ歯を傷つけます。）


　熱湯消毒をする。（入れ歯が変形します。）


　入れ歯を乾燥させる。（入れ歯が変形します。）














福岡県在住65歳者のデータ（参考）
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―�
―�
�
味覚異常がある�
１３．０％�
―�
―�
�
一口あたり咀嚼回数が５回以下�
４１．５％�
―�
―�
�
嚥下困難感がある�
８．９％�
―�
―�
�
（平成１７年度　九州歯科大学調べ）





九州歯科大学は県下６市町（行橋市、犀川町、勝山町、豊津町、築城町、上毛町）の65歳を対象に（123名：男性57名、女性66名）、調査を行いました。


その結果、進行した歯周病の減少（50歳で33％以下）、歯の喪失防止（60歳で24本以上有する者の割合50％以上）、定期的な歯石除去や歯面清掃と受ける者の割合（60歳で30％以上）、定期的な歯科検診の受診者の増加（60歳で30％以上）は、いずれも県内データが上回っていました。平成10年に行われた福岡8020調査結果によると、80歳における現在歯は7．5本ですので、65歳からの15年間に15本程度失っていることになります。今後はこうした高齢期での歯の喪失防止が課題です。

















26

